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第18回 松戸まつ

り

恒
例
の
「
松
戸
ま
つ
り
」
が
、
1
0
月

５
日
土
・
６
日
日
の
両
日
松
戸
駅
周
辺

で
開
催

さ
れ
、
三
十
五
万

人
の
人
出

で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の

祭
り
は
、
昭

和
4
9年
に

そ
れ
ま

で
の
「

産
業
ま
つ
り

」
を
「

松
戸

ま
つ

り
」

と
名

を
変

え
、
商
業
振
興
だ

け
で
な

く
、

市
民

総
ぐ
る
み
の

祭
り
を

目
指
し
て
始

め
ら

れ
た

も
の

。
今
年
で

十
八

回
を
数

え
、
市
民

の
祭
り
と

し
て
す
つ

か
り
定

着
し

ま
し
た
。

音
楽
パ
レ
ー
ド
・
バ
ン
ド
演
奏
・
バ

ザ
ー

な
ど
多
彩
な
催
し

物
に
加

え
て
、

今
年

初
め
て
「
こ

ど

も
仮
装
パ
レ
ー

ド
」

も
行

わ
れ
ま
し
た

。

テ
レ

ビ
ア
ニ

メ
や

簗
話
の

登
場
人

物

な
ど
に

ふ
ん
し
た
子

ど
も
立
ち
の

パ
レ

ー
ド
に
、
見
物
の
人
だ
ち
か
ら
は
「
か

わ
い
い
」
の
声
が
漏
れ
、
拍
手
が
送
ら

れ
て
い

ま
し
た

。

三
矢
小
台永
井
　
克
典
さ
ん

明
美
さ
ん

彩
香
さ
ん

祭

り
の

雰
囲
気

が
好

き

な
の
で

、

家

族
で

来
て
み

ま
し

た

。
催
し

物

も
盛

り

だ

く
さ
ん
で

、
に

ぎ

や
か
で

す

ね
。

子
ど

も
が

ま
だ
小

さ
い
の
で

、

こ
の

人
込

み
の
中

で

長
い

時
間

は
い

ら
れ

ま

せ
ん

が
、

も

う
少

し

大

き
く
な

つ
た

ら
、

親

子
で

一
緒

に
十

分

楽
し

み
た

い
と

思

い

ま

す
。

にぎやかに”市民の祭典”

市役所の代表電話は



１１月３日( 祝)

戸定が丘歴史公園オープン

申
込
先
が
、
社
会
教
育
課
か
ら

戸
定
歴
史
館
に
変
わ
り
ま
す
の

で

、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
駐
車
場

が
狹
い
の
で

、

車
で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
蠢
戸
定
歴

史
館
公
6
2－
2
0
5

0
番

戸 定歴 史 館　 学 芸 員

北

海
道

開
拓

、
松

戸
の

生

活

な
ど

に
焦

点

を
合

わ
せ

、

徳

川
昭

武
の

生
涯

を
紹

介

し

ま
す

。

日

本

の
夜
明

け

を

模
索

し

た
こ

の
人

物
の

展
示

と

あ

わ
せ
て

、

そ
の

住
ま
い

を

見
て

、
実

生
活

の
舞

台

も
同

時
に

実

感
し
て

く
だ

さ

い
。

地
下
鉄
８
・
1
1
号
線

1
1
/
8
建
設
促
進
住
民
決
起
大
会
を
開
催

地
下
鉄
十
一
号
線
（
半
蔵
門

線
）
松
戸
延
伸
と
、
地
下
鉄
八

号

線
（
有
楽
町
線
）

建
設
の
促

進
活

動
の

一
環
と
し
て

、
松
戸

市
と

都
内
三
区
（
葛
飾
区
・
墨
田

区
・
江
東
区
）
と
合
同
で
、
運
輸

大
臣
、
営
団
総
裁
な
ど
の
関
係

者
を
招
き
、
松
戸
市
内
で

住
民

決
起
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
決
起
大
会
は
、
昭
和
6
3

年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

松戸への地下鉄延伸が望まれています

す

が

、
今

年

は

松
戸

市

民

会

館

を

会
場

に

、

約
千

二

百
人

が
結

集
し

、

関

係

者
に

早

期

実

現

を

強

く
要

請

す

る

予
定

で

す

。

み

な

さ
ん

の

ご
参
加

を

お

待

ち
し

て

い

ま

す

。

日
時
…
1
1
月
８
日
金
午
後
１

時
か

ら
会
場
…
市
民
会
館

惠
1
1
月
５
日
用
ま
で
に
、
電
話

で

交

通
計

画

課
へ

最
後
の
水
戸
藩
主
・
徳
川
昭
武
公
の
松
戸
別
邸
だ
っ
た
戸
定
邸

の
あ
る
一
帯
を
、
市
で
は
歴

史
公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
こ
の
工
事
が
完
了
し
、
い
よ
い
よ
1
1
月
３
日
祝
、

「
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
公

園
は
、
戸
定
邸
、
松
戸
徳
川
家
に
関
す
る
資
料
を
展
示

す
る
戸
定
歴
史
館
（
新
設
）
、
茶
会
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
松
雲
亭
を
中
心
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
歴
史
を
味
わ
い
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
憩
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

復
原
な
っ
た
戸
定
邸

戸
定
邸
は
戦
後
、
昭
武
公
の

嫡
男
・
徳
川
武
定
氏
か
ら
松
戸

市
に
寄
付
さ
れ

、
社
会
教
育
施

設
「
戸
定
館
」
と
し
て

長
く
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
明
治
期
の

武

家
様
式
で
、
全

国
的
に
も
類
例

の
少
な
い
貴
重
な
も
の
。
そ
の

庭
園
も
、明
治
時
代
の

和
洋
折
衷

式
の
庭
と
し
て
は
早
い
時
期
の

広
々
と
し
た
芝
生
の
庭
で

、
昭

和
6
1
年
に
は
、
県
教
育
委
員
会

か
ら

名
勝
の
指
定
を
受
け
て
い

ま

す
。

こ
の
戸
定
邸
は
、
な
る
べ
く

建

築
当

初
の

状

態
に

す
る

工

事
が
完
了
し

、
文
化
財
を
保
護

す
る
上
で
必
要
な
防
火
設
備
な

ど
も
充
実
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
貴
重
な
文
化

財
と
し
て
の

「
戸
定
邸
」
が
復
原
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
こ
で

、
明
治
期

の
華
族
の
生
活
に

思
い
を
は
せ

て

み
ま
せ
ん
か

。

戸
定
歴
史
館
が
開
館

戸
定
が
丘
歴
史
公
園
の
オ
ー

プ
ン
と
同
時
に

、
「
戸
定
歴
史

館
」
が
、
戸
定
邸
に
隣
接
し
て

開
館
し
ま
す
。

歴
史
館
は
、「
昭
武
公
を
は
じ

戸定が丘歴史公園

め

と

す

る

幕

末
明

治

の

国

際
交

流

」

を
メ

ー
ン

テ

ー

マ
と

す

る

企
画

展

示

や

、
松

戸

徳
川

家

に

関

す

る
資

料

の
公

開
・

収

集

を

し

て

い

く

予

定
。

公

開

さ
れ

る

資

料
は

初

公

開

の

も
の

が
多

く

、

ま

た

資
料

が

本

来

の

所

在

地
で

公

開

さ
れ

る

と

い

う

こ

と
で

、
注

目

さ
れ

て

い

ま
す

。

同

館
で

は

開

館
記

念

展

と

し

て
、
「
プ
リ
ン
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
の

生
涯
―
偲
川
昭
武
と
そ
の
時
代

―
展
」
を
１
１
月
３
日
祝
～
平
成

４
年
１
月
1
5
日
祝
の
間
、
開
催

し

ま
す

。

※
同
展
に
つ
い
て
は
、
広
報
１
１
月

５

日

号
で

ご

紹
介

し

ま

す

。

戸定が丘歴史公園全体図
松
雲
亭
も
ご
利
用
を

松
雲
亭
は
、
市
制
三
十
五
周

年
を
記
念
し
て

、
昭
和
5
3年
に

建
て

ら
れ
た
茶
室
で

す
。
今
後

も
一

層
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
1月
３
日
か
ら
利
用
の
際
の

開
館
記
念
展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い

森　　 仁　 史

明
治
維
新
を
挟
む
激
動

期
を
、
日
本
と
海
外
と
で

生
き
抜
い
た
徳
川
昭
武
の

生
涯
は
、
国
際
化
社
会
に

生
き
る
現
在
の
私
た
ち
に

も
、
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
、
慶
応
３
年
の

パ
リ
万
博
、
函
館
戦
争
、

種 類 公 圃 松雲亭 戸 定 邸 戸定歴史館

利用時間 午前９時～午後５時
午前９眄30分～午後５時

(入館は午後４時30分まで)

休館・園 月曜、年末年始 月曜、年末年始
月曜､年末年始

展示替え期間

利用料金 無 料
500円

(1 時間)

大　 人50 円

小中学生20 円

大　 人50円

小中学生20円

新たに開館する戸定歴史館

●利用案内

建築当初の状態に復原された戸定邸と庭園



平成5 年3 月

入居開始予定

高
齢
者
用
の
ケ
ア
付
き
市
営
住
宅

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
建
設

市
で

は
、
高
齢
者
世
帯
向
け

に
、
生
活
援
助
員
を
常
駐
さ
せ

た
ケ
ア
付
き
市
営
住
宅
（
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
)
を
中
金
杉
に

建
設
し
ま
す
。

高
齢
者
が
地
域
社
会
で

、
安

心
と
生
き
が
い
を
持
っ
て

、
快

適
に
暮
ら
す
た
め
の
住
宅

「
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」
の
建
設

は
県
内
で

初
め
て
で

す
。

す
で
に
工
事
は
９
月
に
着
工

し
、
平
成
５

年
２
月
に
完
成
、

同
年
３
月
に
は
入
居
を
開
始
す

る
予

定
で
す
。

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
、

敷
地
面
積
約
二
千
六
百
平
方
㍍

延
べ
床
面
積
約
二
千
十
六
平
方

㍍
の
Ｒ
Ｃ
造
り
、
地
上
三
階
建

て

で

す

。

住

宅

の

構

成
は

、
世

帯

向
け

（
二
Ｄ
Ｋ
・
五
十
四
平
方
㍍
）
が

九
戸

、

単

身
向

け

（

一
Ｄ
Ｋ

・

四
十
二
平
方
㍍
)
が
二
十
二
尸

の

合
わ
せ
て
三
十
戸
。
ほ

か
に

生

活

援

助
員

用

の
住

宅

と

だ
ん

ら

ん

室

・

生
活

相

談
室

な

ど

を

備

え
て

い

ま

す

。

高
齢
者
の
た
め
の
市
営
住
宅
で
す

高
齢
者
住
宅
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

シ
ル

バ
ー
（

ウ
ジ
ン

グ
で

は
、

入
居
者
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ

て

、
い
ろ
い
ろ

な
サ
ー
ビ
ス

が

行
わ
れ
ま
す
。

生
活
援
助
員
の
配
置
＝
入

居
者

の
生
活
指
導
や
相
談
、
緊
急
時

の
対
応
、
一
時
的
な
家
事
援
助
、

関
係
機
関
と
の
連
絡
な
ど
、
日

常
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
生

活
援
助
員
を
常
駐
さ
せ
ま
す
。

高
齢
者
仕
様
…
床
の
段
差
の

解
消
や
、浴
室
・
ト
イ
レ
な
ど
に

手
す
り
を
付
け
る
な
ど
、
安
全

面
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た

、

だ
ん
ら

ん
室
な
ど
を
利
用
し
、

入
居
者
同
士
の
ふ
れ
あ
い
・
生
き

が
い
づ
く
り
も
推
進
し
ま
す
。

入

居
者
を
支
援
す

る

生
活
援
助
員

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
は

生
活
援
助
員
が
入
居
者
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め

、
い
ろ
い
ろ

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

安
否
確
認
…
水
道
の
元
栓
に

セ
ン
サ
ー
を
付
け
、
一
定
時
問

使
わ
れ
な
い
と
反
応
す
る
「
生

活
リ
ズ
ム
セ
ン
サ
ー
」
に
よ
り
、

安
否
を
確
認
し
ま
す
。

生
活
相
談
…
生
活
指
導
員
と

し
て
の

経
験
（
二
年
以
上
）
を
生

か
し
、
各
種
相
談
や
話
し
相
手

に

な
り

ま

す
。

一
時
的
家
事
援
助
…
「
良
き

世

話

役
」
と

し

て

の

範

囲
で

、

一

時
的

な

家

事

援
助

や

、

関

連

機

関
（
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

な

ど

）

と

の

調
整

を

行
い

ま

す

。

緊

急
時
に
は

消
防
局
へ
通

報
が
可

能

各
部
屋
に
は
、
緊
急
用
押
し

ボ
タ
ン
を
設
置
し
、
異

常
が
あ

つ
た
と

き

に

、

生
活

援

助
員

と

消

防

局
の

救

急

指

令
室

へ

通

報

で

き

る
よ

う
に

な

っ
て

い

ま

す

。

こ

の

通

報

が

あ

る
と

、

玄

関

上

部
の

ラ

ン

プ

が
点

灯
し

、
緊

急

ブ

ザ

ー

が

鳴
る

た

め

、
隣

人

な

ど
も

駆
け

つ

け

る
こ

と

が
で

き

ま

す
（

自
動

解

錠

さ
れ

ま

す

）
。

も

ち
ろ

ん

、

ガ
ス

漏

れ

や
火

災

の

際
に

も

、

自
動

通

報

装

置

が

働

き
ま

す

。

黯

住

宅
課

公

営

住

宅
係

あ

な

た
の

健

康

一
般
に
貧
血
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の

に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

タ
イ

プ

が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
血
液
中
の
鉄
分
の
不
足

な
ど

で
血
液
が
薄
ぐ
な
っ
て

起
こ
る
も
の
で

、

こ
れ
が
本
当
の
意
味
で
の
貧
血
で
す
。

も
う
一
つ
は
脳
貧
血
と
呼
ば
れ
て
い

る
状
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
血
液
が

蓐
い
わ
け
で
は
な
く
、
脳
に
流
れ
込
む

血
液
の
量

が
不
足
し
た
た
め
に
起
こ

る

も
の
で

、
自
律
神
経
の
失
調
に
起
因
し

て
い
ま

す
。
こ
れ
が
起
立
性
調
節
障
害

で
す
。
朝
礼
や
集
会
な
ど
で
気
分

が
悪
く
な
り
、
脳
貧
血
を
起

こ

し
て

倒

れ

る

子

供
を

し

ば

し

ば
み

か

け

ま

す

。

こ

れ
は

、
起

立

し
た

と

き

に

血

液

循

環
に

乱

れ

が

生
じ

る
た

め
で

、
立

ち

上

が

る
と

血
液

は
下

が

っ
て

、

体
の

下

の

方

に

集

ま
り

ま

す

。
そ

れ

で

頭

や

心

臓
と

い

っ
た

上

の

方
に

回

る

血
液

が

少

な

く

な

り

、

そ
の

結
果

気

分

が
惡

く

な
り

、

意

識
を

失

い

倒
れ

る

の

で

す

。

そ

れ

を
防
い
で

い
る
の

が

、

自
律

神

経
に

よ

る

循

環

調
節

反

射
作
用

と
い
う

働
き

で

す

。

い
場
合
は
倒
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
少
し

動
く
だ
け
で
、
ど
う
き
や
息
切
れ
を
起

こ
し
ま
す
。

朝
の
寝
ざ
め
が
悪
く
気
分
が
優
れ
ず
、

午
前
中
は
頭
が
ぼ
ん
や
り
し
て

、
何
も

す
る
気
に
な
れ
な
い
な
ど
不
調
を
訴
え
、

集
中
力
に
も
欠
け
、
勉
強
に
対
す
る
意

欲
も
薄
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

年
齢
で

は
思
春
期
前
後
に
起
こ

る
こ

と

が
多
く
、
性
別
で
は
女
性
が
や
や

多

く
、
ま
た
、
二
十
代
・
三
十
代
に
な
っ

て

も
起
こ

る
場
合
は
、
女
性
が
圧
倒
的

に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

治
　
　

療

起立性調節障害

(脳貧血)

大

き

く

分
け

て

、
鍛

錬

療

法

と
薬

物
療
法

が
あ
り
ま

す

。

症

状

が
軽

度

な

時
は

、

自

律

神

経
鍛

錬

療
法

だ
け
で

も

良

く

な
り

、

倒

れ

る
こ

と

も

な

く

な
り

ま

す

。

重
度

の

場

合

は
鍛

錬

療

法

と

薬
物

療

法

を

併
用

す
る
こ

と

が
多

く

、

具

体

的
な
療
法

に
つ
い
て
は

、

医

師
の

指
示

に

従

っ
て

実

行

し

た
い

も
の
で

す

。

皆

さ
ん

が
日

常
行

え

る

鍛

錬
療

法

と
し

て

は

、
入

浴

後

に

冷

水
で

絞

っ
た

タ

オ
ル

で

こ
れ
は
、
立
ち
上
が
る
と
同
時
に
下

半
身
の
血
管
を
収
縮
さ
せ

、
血
液
を
上

の
方
に
押
し
上

げ
、
身
体
中
に
円
滑
に

血
液
を
循
環
さ
せ
る
作
用
で
す
。
こ
の

作
用

が
う
ま
く
働
か
な
い

と
、
血
液
を

上
半
身
に
十
分
に
送
り
込
め
ず
、
脳
の

血
流
量
が
減
り
、
脳
貧
血
が
起
こ
る
の

で
す
。

立
ち
く
ら
み

を
起
こ
し
や
す
く
、
立

っ
て
い
る
と
気
分

が
悪

く
な
り
、
ひ
ど

体
を
ふ

く
冷
水
摩
擦
は
、
下
半
身
の

血

管
の
収
縮
力
を
回
復
さ
せ
る
の
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は

立
ち
く
ら
み
予
防
に
も
な
り

ま
す
の
で

、
日

ご
ろ
か
ら
行
っ
て

お
く

と
良
い
で
し

ょ
う
。

そ
の
ほ
か
夜
ふ

か
し
や
朝
寝
坊
な
ど

の
生
活
を
改
善
し
、
体
力
を
自
ら
作
り

上

げ
る
こ
と
が
大
事
で

、
規
則
正
し
い

生
活
の
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
も
大
切
で

す
。
（
松
戸
市
医
師
会
）

音

楽
連

合
会

設
立

準
備
会

に

参
加
し

て

み
ま

せ
ん
か

1
0月
2
5日
吻
午
後
７
時
か
ら

会
揚
市
民
劇
場
会
議
室
　

対
象

高
校
生
以
上
で
、
定
期
的
に
活

動
し
て
い

る
洋
楽
（
合
奏
、
合

唱
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど
）
の

ア
マ
チ
ュ
ア
の
サ
ー
ク
ル

周
一
音
楽
連
合
設
立
準
備
会
（
青

少
年
会
館
内
）・
高
橋｛
竝

｝－
8

5
5
6

番

手

賀

沼

浄

化

フ

ェ

ア

1
1
月
２
日
出
～
４
日
㈱
、
午

前
1
0
時

～
午
後

４

時
　

会

場

手

賀
沼

親

水

広
場

黷

手

賀
沼

親
水

広

場

｀
0
4
7

1
1
8
4
1
0
5
5
5

番

洗
剤
は
せ
っ
け
ん
な
ど

無
リ
ン
の
も
の
を

使
い
ま
し
ょ
う

市

民
セ

ン
タ

ー
使
用

料
の

徴

収
事
務

を
委

託
し

ま
し
た

受
託
者
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五
纐
松
戸
市
施
設
管
理
公
社

理
事
長
・
佐
藤
實
　
委
託
期
間

1
0月
1
7日

～
平
成
４

年
３
月
3
1

日
　

委
託
セ
ン

タ
ー
名
八

ヶ
崎

市
民
セ
ン
タ
ー

壥

地
域
振
興
課
施
設
係

江

戸
川
の

防

御
対
象

は

ん
ら

ん
区

域
図

を
お

分

け
し

ま

す

こ
の
図
は

、
国
（
建
設
省
）
が

管
理
し
て
い

る
全
て
の
河
川
を

対
象
に
、
洪

水
時
に
堤

防
に
よ

っ
て
守
ら
れ
て
い
る
流
域
の
地

盤
高
が
、
洪
水
時
の
河
川
の
水

位
（
計
画

水
位
）
に
対
し
て
ど
の

程
度
に
な
っ
て
い
る
か
を
表
示

し
た
も
の
で
す
。

洪
水
時
の

避
難
対
策
や
土
地

建
物
の
利
用
計
画
に
ご
利
用
く

だ

さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

蠢
建
設
省
江
戸
川
工

事
事
務
所

松
戸
出
張
所
｛
1
4
3－
3
7
2
2

番

平

成

３

年

度

文

部

省

認

定

・

社

会

通

信

教

育

地

方

受

講

者

研

究

集

会

1
1
1
1

一
月
1
0
日

㈱
午

前
９

時
3
0
分

～
午

後
４

時
　

会

場

県

立
千

葉

女
子

高

等

学
校
　

費

用
原

則

と

し

て

無

料

圜

県

教

育

庁
生

涯

学

習

部
振

興

課
事

業

班
｛
1
0
4
7
2

－
2
3
－

4
0
7
7

番

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

1
1
月
1
4
日
困
午
後
２
時
か
ら

会
場

市

役
所

教

育
長

室

践

教

育
委

員

会

庶

務

課
秘

書

係

一

九
九

二
年
版

県
民

手
帳

を

販
売

し

ま
す

価
格
ボ
ヶ
ッ
卜
版
三
百
五
十

円

、
中
型
版
五
百
五
十
円

座
1
0月
2
9日

㈹
ま
で
に
、
電
話

で

市
役
所
総
務
部
庶
務
課
統
計

係
へ

臨
時

保
母

募
集

職
種
産
休
・
育
休
代
替
保
母

勤
務
時
間
午
前
８

時
3
0分
～
午

後
５
時
（
土
曜
日
は

午
後
Ｏ
時

3
0分
ま
で

）

※
午
前
ま
た
は
午
後
だ
け
の

勤

務
可

固
保
育
所
課
保
育
指
導
係

平

成
４

年
１
月

か
ら

婦

人
会

館
が
休

館
し

ま

す

婦
人
会
館
は

、
電
気
工

事
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間
…
平
成
４
年
１
月

1
3日

㈲
～
２

月
９
日
向

受
付
業
務
…
1
月
1
4
日
㈹
～

3
0日
出
＝
午
前
９
時
～
正

午
、

市
民
劇
場
で

。
２
月
３
日

㈲
～

９
日

向
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
婦
人
会
館
で

※
１
月
1
3日

㈲
・
2
0日

㈲
・
2
7

日

㈲
・
3
1日

閇
、
２

月
１
日

出
・
２
日

㈱
は
除
き
ま
す
。

膺
婦
人
会
館
｀
6
4
1
8
7
7
8

番

新
規
購
入
の
1
6
㍉
フ
ィ
ル
ム

を

貸

し

出

し

ま

す

社
会

教
育
編

心ふるえてます(31分)・ＮＯというのも親の愛

(30分)ながさきの子うま(27分)・ジユディが

く れたコイン(30 分) ・別 に…わかんない …ど っ

ち でも(30 分)・にんげん の詩(26 分) ・すてき 坂

(52分)

ア二メ

ごんぎ つね（19 分）・木龍のう るし（20 分）・アン

パン マンまじ よのく にへ（10分）・キラキラ（10

分 ）・やまあらし がやって来た（10分）

黯

社
会
教
育
課
文
民
文
化
係

症
　
　
状

16

6

シルバーハウジ ング位置図

住
宅
の
構
成



10月27日

(日)

秋
の
市
民
ぐ
る
み
で

ク
リ
ー
ン
デ
ー

市
で
は

、
「
市
民
ぐ
る
み
で

ク
リ
ー
ソ
デ
ー
」
と
い
う
名
称

も
う
す
ぐ
新
一
年
生

で

親
し
ま
れ
て

い
る
市
内
一
斉

清
掃
を
、
毎
年
、
春
と
秋
の
年

きれいな街は、みんなの手で

二
回
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ

り

実
施
し
て
い
ま
す
。

春
の
ク
リ
ー
ソ
デ
ー
は
、
他

市
町
村
と
同
一
歩
調
を
と
り
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
秋

の
ク
リ
ー
ソ
デ
ー
は
、
松
戸
市

独
自
で
行

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
5
7年
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
運
動
も

、
今
年
は
節
目
の
十

回
目
を
迎
え
ま
し

た
。

昨
年
は

、二
百
九
十
七
団
体
、

九
万

五
千
人
も
の
人
た
ち
が
参

加
し
て
、
約
四
十
五
㌧
の
ご
み

を
集
め
ま
し
た
。

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
街
を

目
指
し
て
、
多
く
の
方
の
参
加

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
…
1
0
月
2
7
日
㈲
午
前
９

時
～
正
午
〔
雨
天
の
場
合
は
1
1
1
1

月
３
日
㈲
に
延
期
〕

清
掃
揚
所
…
町
会
内
の
公
園

や
道
路
な
ど
の
公
共
ス

ペ
ー

ス

※
町
会
に
よ
り
、
清
掃
場
所
や

日

程
に
変
更
が
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、

確
認
し
て

か

ら
参
加
し
て

く
だ
さ
い

。

清
掃
方
法
…
道
路
・
公
共
ス

ペ
ー
ス
な
ど
に
散
乱
し
て
い
る

ご
み

（
空
き
缶
・
空
き
び
ん
・

紙
く
ず
・
ビ
ニ
ー
ル
・
草
・
小

枝
な
ど
）
を
、
市
が
配

布
す
る

環
境
美
化

ポ
ス
タ
ー

最
優
秀
は
玉
野
瞳
さ
ん
（
古
ヶ
崎
中
）

市
内
の

中
学
生
を
対

象
に
、

環
境
美
化

啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
七
百
七
十
二

点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正

な
審
査
の
結
果

、
最
優

秀
に
は
、
玉
野
瞳
さ
ん
（
古
ヶ

崎
中
学
校
二

年
）
が
選

ば
れ
ま

し
た
。
最
優
秀
以
外
の
入
選
者
（
優

秀
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

玉野さんの作品

田

中

小

合
百

（
第

一
中

）
、
西

條
茜

、

落
合

直

子
（
第
五
中
）
、

稲
田
由
美
子
（
常

盤

平

中
）
、
市
川

正

治

、
鈴

木
治

（
栗

ヶ

沢

中
）
、

就
学
時
健
康
診
断
が
始
ま
り
ま
す

来
春
４

月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
お
子
さ
ん
の
、
入

学

前
健
康
診
断
を
左
記
の
日

程

日　程　表

で

行
い
ま
す
。
該
当
す
る
お

子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
は
、

通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た
の

実施日 実　施　 校 実施日 実 施 校

10/23
團
旭 町 小

牧 野 原 小
梨 香 台 小
松 飛 台 小

11/13
冰）
上 本 郷 第 二小
寒 風 台 小
高 木 第 二 小
六 実 第 三 小

15宙 殿 平 賀 小
松 ヶ 丘 小25刪 相 模 台 小

29(火)根木内東小
大　 橋　 小

19(火) 常 盤 平 第 一小
根 木 内 小
北　 部　 小
松 飛 台 第 二小30冰） 六　 実　 小

上 本 郷 小
六 実 第 二 小 22働 小 金 北 小

柿 ノ 木 台 小

11/1宙 和 名 ヶ 谷 小 26(火) 八 ヶ 崎 小
横 須 賀 小

５(火) 八 ヶ 崎 第 二 小

小　 金　 小
矢　 切　 小

27冰） 栗 ヶ 沢 小
新 松 戸 北 小
幸　 谷　 小金 ヶ 作 小6C水） 貝 の 花 小

河原塚小
新 松 戸 南 小
馬　 橋　 小

29缶
高　
木　 小

古 ヶ 崎 南 小

%3 南　 部　 小
常 盤 平 第 三 小８鬯 中　 部　 小

馬 橋 北 小 ４冰）
東　 部　 小
稔　 台　 小
常 盤 平 第 二 小

12(火) 古ヶ崎小
新 松 戸 西 小

で

、
通
知
書
裏
面
の
予
備
調

査
票
に
記
入
の
上
、
直
接
各

小
学
校
で
受

診
し
て

く
だ
さ

い
。対
象
者
…
昭
和
6
0
年
４
月

２
日

～
町
年
４
月
１
日

生
ま

れ
の
人

※
該
当
す
る
子
ど
も
が
い
て

通
知
書
の
届
か
な
い
家
庭
、

1
0月
１
日
以
降
に
転
入
し

た

家
庭
は
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間
…
各
小
学
校
と

も
、
午
後
Ｏ
時
4
5分

～
１
時

1
5分
黯
保
健
体
育
課

保
健
係

ご
み
袋
に
入
れ
、
種
類
別
に

集

め
て

く
だ
さ
い
。

※
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
は
出

さ

な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
ご
み
袋
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

用
・
燃
や
せ
な
い

ご
み
用
・

資
源

ご
み
用
の
三
種
類
が
あ

り
ま
す
。

蠢
清
掃
第
一
課
業
務
係

水
澤
寛
子
、

吉
村
郷
子
示

金

南
中
）
、

佐
々
木

麻
衣
子
、
鈴

木
真
紀
（
牧
野
原
中
）
、
高
橋
恵

子
、
丸
尾
歩
（
河
原
塚
中
）
、
山

田
直
美
（
旭
町
中
）
、

福
泉
博
美

示

金
北
中
）
、
松
橋
大
吾
、
江

上

直
子
、
吉
岡
典
子

、
長
井

武

明
、
笠
木
理
也
、
溽
老

根
紀
子

（
新
松
戸

南
中
）

＝
敬
称
略
＝

※
入
選
作
品
は
、
1
1
月
2
6
日
伽

～
3
0
日
出
の
間
、
常
盤
平
市

民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
「
ご

み
の
再
利
用
展
」
に
展
示

さ

れ
ま
す
。

黯

清
掃
第
一
課
業
務
係

環境美化ポスター

最優秀

私
の
学
校
で
は
、
江
戸
川
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ク
リ

ー
ン
作
戦
に
参
加
し
た
り
、
牛
乳
パ
ッ

ク
の
回
収
を
す
る
な

ど
、
環
境
美
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
夏
休
み
の
宿
題
で
、
み
ん
な
で

ご
み
を
減
ら
せ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
、
ポ
ス
タ
ー
を
描

き
ま
し
た
。

資源ごみの

リサイクル活動に

補助金を交付します

対
象
…
一
団
体
の
構
成
員
が

二

十

人

以
上

で

、
市

に

登

録
し

て

い

る
団

体
と

業
者

補
助
金
額
…
売
買
し
た
重
量

に
よ
り
、
団
体
＝
一
㌔
あ
た
り

三
円
、
業
者
＝
一
㌔
あ
た
り
二

円
（
金
属
類
、
び
ん
類
は
、
一
㌔

あ

た

り

九
円

）

受
け
付
け
…
随
時
受
け
付
け

し

て

い

ま

す

。

蠢

清

掃

第

一

課
再

利

用

係

相
談
の
ご
案
内

1
0
月
2
1
日
～
1
1
月
3
0
日

児童 手当制度の改正点（平成４年 １月から） 表１

▽
住
宅
相
談
　
毎
週
水
曜
日
午

前
1
0
時

～

午

後
４

時

、

市

役

所

相
談

コ

ー

ナ

ー
で

▽
税
務
相
談
　
１
１
一
月
８
日
廊
午

後
１

時

～
５

時
、

市

役

所
相

談

コ

ー
ナ

ー
で

▽
登
記
相
談
　
幵
一
月
1
5
日
窗
午

後
１

時

～
４

時
3
0
分

、

市

役

所

相

談

コ

ー

ナ

ー
で

▽
行
政
相
談
　
1
0
月
2
8
日
向
、

1
1
月
1
1
日
㈲
・
2
5
日
㈲
午
後
１

時

～

３

時

、
市

役

所

相
談

コ

ー

ナ

ー

で

▽
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談
・

一
般

相

談
　

毎
日

午

前
８

時
3
0

分

～

午

後
５

時

（
土

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0
分

ま
で

）
、
市
民

相

談

室
で

▽
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時

電

話

受
け

付

け

）
　

毎

週

火

・

木
曜
日
、
1
0
月
2
8
日
向
、
1
1
月

１１
］日

㈲
・
2
5
日
向

午

後
１

時
～

５

時

、
市

役

所
相

談

コ

ー

ナ

ー

で▽
発
明
相
談
　
一
1
1
1
1
月
1
3
日
困
午

後
１

時

～
３

時
、

市

役

所
相

談

コ

ー
ナ

ー
で

黯

こ

こ

ま
で

は

市

民

相

談
室

▽
経
営
・
融
資
相
談
　
1
1
月
６

日

困

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後
３

時
3
0
分

、
常

盤

平

市

民

セ
ン

タ

ー
で

、
2
0
日

圉

午

前
1
0
時

～

午

後
４

時
、

市

役

所
相

談

コ

ー

ナ

ー
で

黯

商
工

課

振

興

係

▽
労
働
相
談
　
1
0
月
2
1
日
㈲
、

1
1
月
1
8
日
側
午
後
１
時
～
５
時
、

市

役

所
相

談

コ

ー

ナ

ー
で

※
柏
労
働
基
準
監
督
署
（
｛
。
０

４

７

１
－
6
3
－

０

２

４

［
Ｄ

番

］
、
東

葛

飾

支
庁

商

工

労
政

課

（
四
6
1－
2
1
1
5

番
）

で

も

行

っ
て

い

ま

す

。

蠢

商

工

課

労
政

儼

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
　
毎
日

午
前
８

時
3
0分
～
午

後
５

時
（
土

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0
分

ま
で

）
、

消
費

生

活

セ
ン

タ

ー
で

鬩

消

費

生

活
セ

ン

タ
ー

四
6
5－

6
5
6
5

番

▽
婦
人
就
業
相
談
　
毎
週
水
・

金
曜

日

午

前
1
0時
～
午
後
４

時

、

内

職

相

談

室
で

蠢

援

護

課

社
会

係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

1
0月
2
5
日

脂
＝

市

役

所
相

談

コ

ー
ナ

ー

、
Ｈ

月
１

日

脂

・
８

日

脂

・
1
5
日

金

・
2
2
日
脂

＝

市

役

所

相

談
コ

ー
ナ

ー

、
５

日

㈹

＝

○

六

実

支
所

・

小

金
市

民

セ

ン

タ

ー

、
６

日

困

＝

常
盤

平

支

所
・

○

新
松

戸

市

民

セ
ン

タ

ー

、
７

日

團
＝

小

金

原

市

民
セ

ン

タ
ー

、

幵
一
日

囲

＝

○
馬

橋

支
所

、
い

ず

れ

も
午

前
1
0
時
～

午

後
３

時

※
Ｏ
印
は
心
配
ご
と
相
談
の
み
。

人

権

相

談
は

、
千

葉

地

方

法

務
局

松

戸

支
局

（
四
6
3
1
6

2
7
8

番
）

で

も

行

っ
て

い

ま

す

。

黯

人
権
相

談
＝

援
護
課
庶

務

係

、

心
配

ご
と

相
談

＝

社

会

福
祉

協

議
（

芸
6
8
－
0
5
0
3

番

▽
年
金
相
談
　
1
0
月
2
2
日
㈹
＝

矢

切

支

所

、
2
5
日

脂

上

果
部

支

所
、
1
1
月
１
日
脂
＝
常
盤
平
支

所

、
５

日

㈹

＝

小

金

支
所

、

８

日

面
＝

小

金

原

支

所

、
1
2
日

㈹

＝
馬
橋
支
所
、
1
5
日
金
上
（
実

支

所

、
1
9日

㈹

＝

新

松
戸

支

所

、

2
2日

金
＝

矢

切

支

所

、
2
6
日

㈹

＝

東

部
支

所

、
い

ず
れ

も

午

前

1
0時
～

午

後
３

時

※
こ
れ

以

外
の

日

は

国

民

年

金

課
へ

壥

国

民

年

金

課
適

用

係

※
相

談

は

す

べ
て

無

料
で

す

。

お
気
軽
に

ご
利

用
く

だ

さ

い

。

平
成
４
年
１
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
改
正

１
人
目
の
子
ど
も
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

平
成
４

年
１
月
か
ら
児
童
手

当
制
度
が
改
正
さ
れ
、
三

歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人

で

、
前
年
の
収
入
が
一
定
額
未

項　目 改　 正　前 改　正　 後

支 給 対 象 第 ２ 子 以 降 第 １ 子 以 降

支 給 期 間 義務 教育就学前 ３　歳　 末　満

支 給 金 額

第 １ 子

第 ２ 子

第3 子以 降

-

2,500円( 月額)

5,000円( 月額)

5,000円( 月額)

5,000円( 月額)

10,000 円( 月額)

満
の

場
合

に

、

一
人

目

の
子

供

か
ら

手

当

が

支

給
さ

れ

る
よ

う

に

な
り

ま

す
（
改

正

点

は
表

１

、

所

得
制

限

は

表
２

を
参

照

べ

支

給

期

間

が

、

「
義

務
教

育

就
学

前

」

か
ら

「
三

歳

未
満

」

に
変

更

さ

れ

る
こ

と

に

伴
い

、

す
で

に

手

当

を
受

給
し

て

い

る

人

に

配

慮
し

、
経

過

措

置
が

設

け
ら
振
一
て

い
ま
す
（
表
３

参
照

）
。

第
一
子

の
認
定
請
求
・

額
改
定

請
求

の
手
続
き

を

平

成
３

年

１

月
２

日

以

後
に

生
ま
れ
た
第

一
子

に

つ
い

て

は

、

平
成
４

年
１
月
か
ら
新
た
に
児

童
手
当
の

支
給
対
象
と
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
、
認
定
請
求

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
児
童
手
当
を
受

け
て
い

る
人
（
双
子
な
ど
）で

、

第
一
子

が
平
成
３
年
１
月
２
日

以

後
に
生
ま

れ
て
い
る
場
合
は
、

平
成
４

年
１

月
か
ら
新
た
に
手

当
の

支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の

場
合
、
額
改
定
請
求
の
手

続
き
が
必
要
で
す

請
求
受
け
付
け
期
間
…
八
月

１
日

金
か
ら

受
け
付
け
窓
口
…
援
護
課
・

各
支
所

手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
印

鑑

・
児

童

手
当

用

年

金

加
入

証

明

書
・

請

求

者

名
義

の

金

融
機

関
の

通

帳

表
面

の

コ

ピ

ー

（
郵

便
局

は

不

可
）

・

児

童
手

当

用

表２平成３年度 児童手 当(特例給付) 所得制 限

国民年金または
年金未加入の人

厚生年金などに加入の人
控 除 額 表

項　　 目 各控除1 件
に つ き

扶養
人数
所得控除後
の 金 額

扶養
人数 所得控除後の 金 額 障害・寡婦夫・勤労学生 270,000円

１人 1,856,000円 １人 4,010,000円 特別障害者・寡婦(特例) 350,000円

２人 2,156,000円 ２人 4,310,000円 老人扶養親族 100,000円

３人 2,456,000円 ３人 4.610,000円 老年者 500,000円

以下１人増すことに300,000円を加算 雑損・
医療費・

小規模共済等掛金控除
当該控除額
の 総 額

所
得
証
明
書
（
平
成
３

年
１

月

１
日
現
在
松
戸

市
に
住
民
登
録

の

な
か
っ
た
人

）
な
ど

黯

援
護
課
援
護
係

表３支給 期間に関する経過措 置

第１子 平成３年1 月 ２日 以後に生 まれた児童

第

２

子

以

降

昭和60年４月２日～61年12月31日生まれの児童→平成３年12月分まで支給
昭和62年1 月１日～12月31日生まれの児童　 →５歳の誕生日の属する月分

まで支給
昭和63年1 月１日～12月31日生まれの児童　 →平成４年12月分まで支給
平成元年１月１日～12月31日生まれの児童　 →４歳の誕生日の属する月分

まで支給
平成２年1 月１日～12月31日生まれの児童　 →平成５年12月分まで支給

平成３年１月１日以後に生まれた児童　　　→３歳の誕生日の属する月分
まで支給

玉野　 瞳さん



安全・確実な口座振替のご利用を

松戸市立病院

看護職員募集

選
考
…
面
接
お
よ
び
健
康
診

断
に

よ
り
決
定

※
付
属
保
育
所
が
利
用
で
き
ま

す
。

※
パ
ー
ト
希
望
の
人
も
申
し
込

ん
で

く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
医
療
機
関
勤
務
者
は

ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

圃
提
出
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵

送
で
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
本
郷
四

〇
〇
五
松
戸
市

立
病
院
庶
務
課

人
事
係
（
｛
。
6
3－2
1
7
1

内

線
2
4
1
3

番

｝
へ

市
立

病
院

パ

ー
ト
職
員
募

集

働きがいのある職揚です

職
種
…
①
医
療
機
材
運
搬
業

務

②

外

来
ク

ラ

ー

ク

③
看

護

助

手

勤
務
時
間
…
午
前
８
時
3
0
分

～

午

後
５

時

（
相

談
に

応

じ

ま

す

）対
象
…
①
六
十
五
歳
ま
で
の

男

性

②
・

③
四

十

歳

く
ら

い

ま

で
の

女

性

採
用
方
法
…
面
接
（
随
時
）

壥
一
市

立

病

院
庶

務

課
人

事
係

四

6
3－

ｎ
乙
１

７

１

内

線

り
乙
４

１
３

番

自
転
車
保
管
所
が

一
部
変
わ
り
ま
す

一
1
1
1
1

一
月
７

日

困

、

大

橋

と
六

高

台
に

自

転

車

保
管

所

が

新

設
さ

れ
ま

す

。

こ

れ
に

伴

い

、
‥
1
1
1
1

一
月
１

日

囹

以

降

、
松

戸

駅
で

撤
去

さ

れ

た

自

転

車
は

大

橋

保

管
所

に

、
五

香

駅

、
元

山

駅

、
六

実

駅

で

撤

去

さ

れ

た
自

転

車

は
六

高
台

保

管

所

に

収
容

さ

れ

ま

す

。

こ

れ
ら

の

駅
以

外

で

撤

去

さ

れ

た

自
転

車

は

、
今

ま

で

と

同

じ

保

管
所

で

返

還
業

務

を

行

い

ま

す

。

1
1月
１
日
か
ら
チ
ェ
ー
ン
錠

な
ど
を
切
断
し
ま
す

一
1
1
1
1

月

―
日
窗

か

ら

、
適

正

な

撤

去
作

業

を

行
う

た

め

、
フ

ェ

ン
ス

・

標

識

な
ど

の

工

作
物

に

チ

ェ

ー
ン

錠

、
ワ

イ

ヤ

ー
錠

な

ど
で

自

転

車

等

を
つ

な

ぎ
と

め

て

い

る
場

合

、
錠

を

切

断
し

て

撤

去
し

ま

す

。

切
断

さ

れ

た
チ

ェ
ー

ン
錠

な

ど

の

補

償
は

一

切

行
い

ま
せ

ん

返 還 場 所 一 覧

返還場所 撤 去 場 所 返還日 時 間

大 橋 保 管 所
(新設)

松戸駅 月・木曜日

と
第１土曜日

午後2時
～5時
(土曜日は
午前9時
～正午)

新松戸保管所

(既設)

北松戸駅･馬橋駅･新松戸駅
北小金駅･小金城址駅

六高台保管所
(新設)

五香駅・元山駅・六実駅 火・金曜日

と
第３土曜日八 柱 保 管 所

(既設)
上本郷駅・松戸新田駅
橋台駅・八柱駅・常盤平駅

の
で

、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

黯
安
全
課
安
全
係

市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い
 
参
加
者
募
集

期　日 時　 間 会　 場 行 事 名 内　　 容 定員 費 用 申　し　込　み

11　16出 午前11時30分
～午後２時

ニュ ーオ ータ ニ
(松戸駅西口)

糖　 尿　 病
会　 食　 会

糖尿病患者・家族と医
師・栄養士などとの会
食と懇談会

先着

60人
3,000円

電話で健康管理課へ
16(主)

17臼

,午前10時

～午後３時
市　民　 会　館 シ

ルバーお楽

し み料理教室

65歳以上の人とボラン
ティア団体との料理実
習と会食会

各　日
先 着

40人

無 料16(土)

午前９時
～午後４時

運　動　 公　 園

(陸上競技場)

グラウンド ・
ゴルフ大会

１チーム６人の大会形
式（年齢制限なし）

-

グラウンド ・ゴルフは

11/6 團
、ゲート ボー

ルは11/8 麕までに、
直接スポーツ課（昔63

－9241番･運動公毘内）
窓口へ

16出

17(日)
金ヶ作公園野球場

ゲート ボール
大会

１チーム８人の大会形
式（年齢制限なし）

17
午前11時
～午後２時

健康増進センター

ハープを用い

た食生活

ハーフを使っての調理

実習・試食と効用につ
いての学習

講師一管理栄養士・
川田　光子氏

先着

35人
300円

10/21(月)から、電話で
健康増進センターき65

－5588番、68－1814番
へ

午後１時30分
～３時

エアロビクス
ダンス

脂肪を燃やすフアツト
パーニンフ ・エクササ
イズ
講師＝インストラクタ
ー・原口　幸子氏

先着

80人
無 料

職

業
能

力
開
発

向
上

の
た

め

の

制
度

従
業
員
の
職
業
能
力
を
開
発

向
上
さ
せ

る
た
め
、
次
の
制
度

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

。

①
生
涯
能
力
開
発
給
付
金
制
度

②
中
小
企
業
事
業
転
換
等
能
力

閔
発
給
付
金
制
度
③
認
定
訓
練

派
遣
等
給
付
金
制
度

頸
千
葉
県
職
業
能
力
開
発
課
民

間
訓
練
係
・
1
0
4
7
2
－
2
3－

2
7
5
3

番

松

戸
市

女

性
の
つ

ど

い

女
性
の

社
会
進
出
、
高
齢
者

の
増
加
、
出
生
率
の
低
下
な
ど

に
よ
り

、
家
族
の
姿
は
変
わ
り

つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
自
分
ら
し
く
、
自
立
し

た
生
活
を
す
る
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

女
性
の
視
点
で

、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
「
こ

れ
か
ら
の

家

族
」
の
あ
り
方
を
、
ご
一
緒
に

探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
…
1
0
月
2
6
日
出
午
後
１

時
～
５
時

会
場
…
婦
人
会
館

テ
ー
マ

…
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
　

こ
れ
か
ら
の
家
族

講
師
・
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

…
千
葉
大
学
助
教
授
・
宮
本
み

ち
子
氏

※
手
話
通
訳
・
保
育
（
要
予
約
）

あ
り

分 科 会 一 覧

テ　 ー　マ シ ン ポ ジ ス ト

分科会１ らし さ神話をぶ つとば せ
日 本科学技術 情報センター

曽　田　 蕭　子氏

分科会２ 慟くこと から みえること
三多 摩の会

室　田　あ けみ氏

分科会３
めざ すは女と男のキラ キ

ラ老後

東 京フェミ ニスト セラピィ セ

ンター代表　平 川　 和 子氏

蠢
婦
人
担
当
室

最
新

規
制

適
合

車
代

替
促

進

利
子
補

給

金
を

交
付

対
象
県
内
の

中
小
企
業
者
な

ど

対

象
車
種
旧
年
式
車
両
（
昭

和
5
4年
以
前
の
排
出

ガ
ス
規
制

に
適
合
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ

ッ
ク
お
よ
び
バ
ス
）
を
廃
車
し
、

最
新
規
制
適
合
車
（
昭
和
6
3年

以
降
の
規
制
に
適
合
す
る
も
の
）

に
買
い
替
え
る
も
の
　

利
子
補

給
の
内
容
　
利
子
補

給
期
間
＝

借
入
の
日
か
ら
五
年
間
、
利
子

補
給
率
＝
五
％
以
内
、
融
資
取

扱
金
融
機
関
＝
中
小
企
業
金
融

公
庫
、
国
民
金
融
公
庫

圜
県
環
境
部
大
気
保
全
課
｀
0

4
7
2
－
2
3－－
3
8
0
7

番

退
職

金

は
中

小
企
業

退
職
金

共
済

制
度

（
中
退

金
）
で

掛
け
金
月
額
四
千
円
か
ら
二

万

六
千

円
ま
で

の

十
五

種

類

（
短

時
間
労
働
者
は
、
二
千
円
・

三
千
円
で

も
加
入
可
）

圉

お
近
く
の
金
融
機
関
で
、
備

え
付

け
の

申
込

書
に

申
込

金

（
掛
け
金
の

１
ヵ
月
分
）
を
添
え

て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

蠢
中
退
金
相
談
コ

ー
ナ
ー

｀
０

３
－
3
4
3
6

－
4
3
5
1

番

建

設
現

場
で

働
く

人
た
ち

の

た

め
の

建
設

業
退
職

金
共
済

制
度
（

建
退
共

）
の

ご
利
用

を

黯
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
千

葉
支
部

公
〇
４
７
２
－
4
6－
7

3
7
9

番

消

費

税

の

一

部

が

改

正

さ

れ

ま
し

た

消

費

税
の

｝
部

が

次
の

と

お

り

改

正

さ
れ

ま

し

た

。

簡
易
課
税
制
度
…
①
適
用
上

限

が
五

億

円

か
ら

四

億

円

に

②

み

な
し

仕

入

率

が

、
卸

売

業

九

〇

％

、
小

売

業
八

〇

％

、

製

造

業
七

〇
％

、
そ

の

他

の

業

種
六

〇

％

に
　

限
界
控
除
制
度
の
改
正
…
限

界

控

除
の

適

用

限

度

額

（
当

期

の

課

税

売
上

高

）

が
五

千

万

円

（
旧
六

千

万

円

）
に

引

き

下

げ

ら

れ

ま
し

た

。

非
課
税
範
囲
の
改
正
（
新
規

追
加
）
…
①
第
二
種
社
会
福
祉

事
業
（
精
神
障
害
者
授
産
施
設

は
課
税
）
②
助
産
③
埋
葬
料
・

火
葬
料
④
身
体
障
害
者
用
物
品

⑤
教
育
関
係
（
入
学
金
等
の
拡

大
）
⑥
教
科
書
用
図
書

⑦
住
宅

貸
し
付
け
（
一
時
貸
し
付
け
は

課
税
）
中
間
申
告
要
件
の
改
正
（
新

規
追
加
）
…
前
課
税
期
間
二

年
分
）
に
係
る
確
定
消
費
税
額

が
五
百
万
円

を
超
え
る
人
は
、

そ
の
四
分
の
一
を
三
ヵ
月

ご
と

に
申
告
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

寶
松
戸
税
務
署
四
6
3－
1
1
7

1
番

平

成
４

年
度

・
千

葉
職

業

訓

練

短

期
大
学

校
学

生
募

集

募
集
科
名
①
千
葉
校
　
制
御

技

術
科
・

電
子
技
術
科
・

情
報

技
術
科
・
住
居
環
境
科
・
産
業

デ
ザ
イ
ン

科
②
成
田

校
　

生
産

技
術
科
・
航
空
機
整
備
科
　

応

募
資
格
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上

の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
人
　

願
書
受
付
平
成
４

年
１

月
2
0日
囲
～
２
月
４
日

内
　
試

験
日
平
成
４

年
２
月
1
3日
困

顏
千
葉
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

学
生
課｛
1
0
4
7
2

厶

七－
4

1
6
6

番

秋
の
味
覚
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

恒

例
と

な

っ
た

「
北

部

市

場
ま

つ

り
」

を

、

今

年
も
1
0
月
９７
一
日

㈲

に

閧

催
し

ま

す

。

生
鮮

三

品

（
青

果

・

水
産

・
食

肉
）

の

展
示

即

売

と

模

擬
店

な

ど

の

各
種

催
し

物
を

多

数

用

意
し

ま
す

。

皆

さ
ん

お

誘

い

合
わ

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ

さ
い

。

日
時
…
1
0
月
2
7
日
面
午
前
９

時
～
午
後
１
時
（
雨
天
決
行
)

会
場
…
松
戸
市
公
設
地
方
卸

売
市
場
北
部
市
場
（
千
葉
県
食

品
流
通
セ
ン

タ
ー
内
）

手数料・保険料・各種税

内
容
…
青
果
・
水
産
・
食
肉

の

展
示

即

売

、

模
擬

店
、

も

ち

つ

き
大

会

、

バ

ザ

ー
、

お

み
こ

し

、
ミ

ニ
Ｓ

Ｌ

、
卵

の

つ

か
み

ど
り

、
ブ

ラ

ス

バ
ン

ド
演

奏

な

ど
交
通
…
馬
橋
駅
東
口
か
ら
新

たくさんの人でにぎわいます

京
成
バ
ス
「
小
金

原

団

地

行

き
」
で

、

食

品

セ

ン

タ

ー
下

車※
当
日

は

混

雑

が

予

想

さ
れ

ま

す

の
で

、
車
で

の

来
場

は

ご
遠

慮

く
だ

さ

い

。

黯

北

部

市

場
ま

つ

り
実

行

委

員
会

容

印
マ
ー
λ４
１

λｑ
１

番

市
・
県
民
税
（
第
三
期
納
期
限
）
…

１０
月
3
1
日

国
民
年
金
保
険
料
…
1
0
月
分

国
民
健
康
保
険
料
…
（
第
五
期
納
期

限
）
…
１
０
月
3
1
日

事
業
所
税
…
８
月
決
算
の
法
人
と
、

８

月

中
に

事

業

所
用

家

屋

を

新
・

増

築
し

た

建

築

主
は

、
1
0
月

が

申
告

納

付

月
で

す

。

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま

す
。

納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う

1
0
月
2
7
日
日
北
部
市
場
ま
つ
り

松
戸
市
立
病
院
で
は
、
来
春

看
護
学
校
卒
業
見
込
み
の
人

、

看
護
職
員
と
し
て
の
資
格
を
持

っ
て
い

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
…
助
産
婦
、
看
護
婦
、

准

看
護
婦

資
格
…
四
十
歳
ま
で
の
有
資

格
者
お
よ
び
養
成
機
関
卒
業
見

込
み
の
人

提
出
書
類
…
履
歴
書
（
写
真

付
言

、
資
格
免
許
証
の
写
し
、

在
学
中
の
人
は
成
績
証
明
書
と

卒
業
見
込
証
明
書

六高台保管所

位置 松戸市六高台八丁目163 番地先　 啻89 －6020丕

交通京成バス　・五香駅西口から「鎌ヶ谷市役所行

き」または「平塚行き」小学校前

下車徒歩５分

・六実駅がら「五香西口行き」小学

校前下車徒歩５分

位置 松戸市大橋181 －2番地先 き92 －4433番

交通北総開発鉄道　・北国分駅下車徒歩約10分

京成バス　・松戸駅西口から「聖徳学園行き」

聖徳学園入口下車、徒歩約１分

大 橋 保 管 所



催

し

物

野
鳥
観

察
会
（
手
賀

沼
）

1
0月
2
7日

㈲
午
前
８

時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後

１
時
現
地
解
散
　
行
き
先
手
賀

沼
（
柏
市
)
　
内
容
オ
オ
バ
ン
、

カ
モ
類
　

費
用
無
料
（
交
通
費

は
自
己
負
担

）
　
持
ち
物
筆
記

具
、
昼
食
な
ど

圉
当
日
集
合
場
所
で

黷
公
園
緑
地
課
小
鳥
を
呼
ぶ
係

す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
一

日

体

験

1
1
月
６
日
㈲
午
前
1
0
時
～
正

午
　

会

場
常

盤

平

市
民

セ

ン

タ

ー
　

費
用

百

円
　

内

容
雨

（

組

曲
「

水
の

い

の

ち
」
よ

り

）
ほ

か

黯

女

性

合
唱

団

四

季
・

中

川

四

8
5
1
仄Ｊ
４
は
８

８

番

松

戸

史

談

会

「

郷

土

民

俗

芸

能
―
江
戸
祭
り
ば
や
し
と
里

神
楽
―
」

1
1
月
1
0
日
㈲
午
後
１
時
開
場

会

場

市
民

劇

場
　

費
用

無

料

憩

神
尾

｀
4
1－
2
4
5
8

番

チャンネル
※タイトルが色刷りの ものは、

市主催の催し物です。

松

戸

市

歩

こ

う

会

1
1
月
2
3
日
吩
午
前
７
時
3
0
分

松
戸

駅

市

民

ギ

ャ
ラ

リ

ー
前

集

合

。
午

後
６

時
帰

着

予

定

雨

天

実
施

）
　

行

き
先

昭

和
の

森

♀

葉

市

）
　
交

通
往

復

と
も

バ

ス
　

費

用

大
人

六

千

円

、
子

供

五

千

円
（
昼

食
・

保

険

料
含

む

）

定

員
先

着
百

二

十

人

圃
1
1
1
1
一
月
５
日
㈹
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に

住

所
・
氏

名
・
性

別
・
年

齢
・

電
話

番

号

を
記

入

し
て

、
〒
2
7
1

松

戸

市
上

矢

切

二

九

九
－

一
矢

切

公

民

館
内

松

戸

市

歩
こ

う

会

実
行

委

員
会

（
｛
1
6
8－
1
2
1

4

番

｝
へ

障
害

児
・

者
と

と

も
に
楽

し

む
コ

ン
サ

ー
ト

1
0月
2
6日
出
午
後
２
時
3
0分

～
４

時
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
障
害
児
・
者
は

無
料
、
一
般
(
小
学
生
以
上
)
五

百
円
圜
障
害
者
問
題
研
究
会
・
近
藤

四
8
7－
1
6
6
7

番

人口と世帯 （10月1日現在）

Ｏ人口　　158,893人　　（＋111）

男　233,536人　　（十104）

女　225,357 人　　 （十　7 ）

Ｏ世帯　　164,733　　　 （＋244 ）

矢

切

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

大

会

1
1
月
３
日
倪
午
前
８
時
矢
切

小

校

庭

集
合

〔
雨
天

は

４

日

㈹

に

実

施

〕
　

費
用

一
人

三

百

円

（
昼

食
代

・
保

険

料

含
む

）

種

目

①

親
子

（
親
と

小

学
校

三

年

以

下

）
②

少

年
・

少

女
Ａ

余

学

校
三

年
以

下
の

グ
ル

ー
プ

）

③

少

年
・
少

女
Ｂ

示

学
校

四

・

五

・
六

年
の

グ
ル

ー

プ
）

④
オ

ー

プ
ン

（
上

記
以

外
の

グ
ル

ー

プ
）
　
　
定

員
六

百

人

類

青

少

年
相

談

員

・
堀

井

一`
6
7

j
6
6
7
8

番

声

楽

発

表

会

1
1
月
１
日
麕
午
後
１
時
3
0
分

開
演
　

会

場

市
民

劇

場
　

費
用

無
料
　

内

容

ド
イ

ツ

歌

曲
ほ

か

黯

松

戸

声

楽

勉
強

会

・

五
味

｀

4
3
1ｑ
χ
Ｊ
［
Ｄ
［
Ｄ
番

文

化

財

史

跡

め

ぐ

り

1
1
月
５
日
㈹
・
６
日
用
・
７
日

用

午

前
９

時
～

午

後
４

時
　

コ

ー
ス

市

役

所
（
地

下

玄

関
前

了

万
満
寺
～
本
土
寺
～
河
原
塚
古

墳
～
西
蓮
寺
～
と
定
歴
史
館
～

文

化

ホ
ー
ル

（
都

合

に
よ

り

コ

ー
ス

の

変

更

あ
り

）
　

対
象

市

内

在

住

の
人

・
各

回

と
も

二

十

人

（
応
募

者
多

数
の

場

合

は

抽

選
、
ハ
ガ
キ
一
枚
に
二
人
ま
で
）

匣
1
0
月
2
5
日

脂

必

着
で

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・

電

話
番

号

・
希
望

日

（
第

二

希

望

ま
で

）

を

記
入

し

て

、

〒

2
7
1
松

戸
市

根

本

三
八

七
－

五

松

戸

市

教
育

委

員

会
社

会

教

育

課

史
跡

め
ぐ

り

係
へ

野菊の墓文学碑(西蓮寺)

中

小

企

業

活

力

あ

る

職

場

づ

く

り

推

進

大

会

1
1
月
５
日
㈹
午
後
１
時
～
３

時
3
0
分
会
場
県
文
化
会
館
(
千

葉

市

）
　

内

容

記

念

講
演

「
部

下

の

育
て

方

」

講

師
＝

佐

渡

ヶ

嶽

部
屋

親

方

・

佐
渡

ヶ
嶽

慶

兼

氏

ほ
か
　

費

用

無

料

熈

県

商
工

労

働

部

労

政
課

容
〇

４
７

２

ｊ

２３
－
2
7
4
1

番

昨年のオリエンテーリング大会

第
1
4
回

松

戸

子

ど

も

ま

つ

り

1
1
月
３
日
祝
午
前
1
0
時
～
午

後
３

時

〔
雨
天

の

場

合
は

４

日

愬
　
会
場
金
ヶ
作
公
園
グ
ラ

ウ
ン

ド
　

費
用

百

五
十

円

（
四

歳
以

上

）
　

内

容

模

擬
店

ほ

か

蠢
八

よ
「

学
童

ク

ラ

ブ
・

小

林

｛
1
4
5－
9
3
2
2

番

ス
ポ
ー
ツ

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

対

抗

戦

1
1
月
1
0
日
・
1
7
日
・
2
4
日
の

各

日

曜
日

、

午

前
９

時
～

午

後

５

時

会

場
小

金

原

体

育
館

種
目

団

体

戦
（
ダ

ブ
ル

ス

）
　
費

用

一

チ

ー
ム

三
千

円

（
シ

ャ

ト

ル

は

各
自

持

参
）

惠
1
0
月
2
7
日

㈲
午

後

２

時
か

ら

小

金

原

体

育

館
会

議
室

で

行

う

代

表

者
会

議
で

黷

松
戸

市

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

協
会

・
長

谷

川

容
4
1－
7
9
2
5

番

卓
球

教
室

1
1
月
1
0
日
・
1
7
日
の
各
日
曜

日
、
午
前
９

時
～
正
午
　

会
場

松
飛
台
第
二
小
学
校
体
育
館

対
象
市
民
一
般
の
初
心
者
　
費

用
保
険
料
二
百
円
（
二
日
分

）

持
ち
物
上
履
き

惠
当
日
会
場
で

鵞

体
育
指
導
委
員
・
菊
池

四
8
7

－
1
5
6
5

番

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

1
1
月
３
日
砌
午
前
５
時
松
戸

伊
勢
丹
前
か
ら
出
発
、
午
後
1
1

時
松

戸
Ｎ

Ｔ

Ｔ

前

帰

着
　

場

所

黒

斑

山
（
長

野

県

）
　
費
用

大
人

九

千

円

、

中
学

生
以

下

八

千

五

百

円

ハ

ス

代

・

保

険
料

）
　
定

員

先

着
三

十

五
人

筬

松
戸

市
山

岳

協
会

・
高

橋

四

6
2－

１

只
‥》０
０

番

松

戸

交

通

安

全

母

の

会

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

1
1
月
３
日
吩
午
前
1
0
時
～
午

後
２

時
　

会

場

市
民

会

館

※
品

物

の

提

供

を

お
願

い

し

ま

す

（
大

人

の

古

着
は

ご
遠

慮

く

だ

さ
い

）
。

蠢

安

全

課
庶

務

係

松

戸

子

ど

も

劇

場

劇

団

手

織

座

「

お

そ

の

」

1
1
月
1
9
日
㈹
午
後
６
時
3
0
分

開

演
　

会
場

市

民
劇

場
　

費

用

大

人

前

売
り

四

千
五

百

円

（

当

日

売

り

五
千

円

）
、
中

・

高
校

生

前

売

り

三
千

円

（
当
日

売
り

四

千

円

）

黯

中

岡

容
8
5
1
8
9
5
0

番

問
い
合

わ

せ 費
用
会
場
時
間

内
容
期
日

昔
8
6‐
９
１
５
４
番

松
戸
子

ど
も
劇
場

各

三

干

円

三

郷
市
文
化
会
館

午
後
５
時
3
0分
か
ら

「
野
原
の
真
ん
中
で
」

荒

馬

座

1
0／
2
7日

合
8
4‐
０
５
０
４
番

常
盤
平
第
二
小
学
校

午
後
○
時
3
0分
か
ら

「
心
を
つ
な
ぐ
音
楽
会
」

わ
ら
び
座

1
1／

４
脚

昔
4
7ー
４
４
４
６
番

三
郷
市
文
化
会

館

午
後
六
時
か
ら

「
ベ
ツ
カ
ン
コ
お
に
」

劇
団
え

る
む

７
困

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
1
月
２
日
出
午
後
１
時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会

場
青

少

年

会

館

樋
野

口

分

館

（
樋

野

口

五
四

三
　

費

用

無

料
　

対

象

高
校

生
以

上

の

男

女

（
三

十

歳

未
満

の
青

少

年

優

先
）
　

定

員

先
着

二
十

人

隰

電

話
で

青
少

年

会
館

本

館

｀

4
4－
8
5
5
6

番

へ

市

民

サ

ン

デ

ー

親

子

ス

ケ

ー

ト
（

フ

ィ

ギ

ュ

ア

）
教

室

1
1
月
３
日
～
2
4
日
内
隔
迦
日

曜
日

、

午

前
８

時
3
0
分

～
1
0
時

3
0
分
　
会
場
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ

ン

ド
　

対

象
小

学

生

以
上

の

市

内

在

住

ま

た
は

在

勤

者
　

費
用

親
子
一
組
で
六
千
円
（
一
人
で

参

加
は

四

千
円

）

※
当
日

は

北
小

金

駅

南
口

か

ら

午

前
８

時

発

の

無
料

送

迎

バ

ス

を

運
行

し

ま

す
。

卑
電
話
で
松
戸
市
ス
ケ
ー
ト
連

盟
事
務
局
（
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ

ン
ド
内

）｛
。
4
1
－
2
1
2
1

番
へ

テ

ー
ピ
ン

グ
セ
ミ

ナ

ー

1
0月
2
6日
出
午
後
２
時
～
５

時
　

会
場
運
動
公
園
会
議
室

対
象
中
学
生
以
上
・
先
着
三
十

人
　
費
用
教
材
費
千
二
百
円

持
ち
物
上
履
き
・
運
動
着

圃
1
0月
2
5日
廊
ま
で
に
、
電
話

で
ス

ポ
ー
ツ
課｛
1
6
3
j
9
2
4

1
番
へ

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

1
1
1
1

月
1
7
日

・
％
一
日

の

各

日

曜

日

、

午

前
８

時
3
0
分
か

ら
　

会

場

運

動
公

園

体

育

館
　

対

象

市

内

在

住
の

家

庭

婦
人

チ

ー
ム

費

用

一
チ

ー
ム

千
円
　

代

表
者

会
議
…
一
月
９
日
出
午
後
２
時
か

ら

運

動
公

園
会

議

室
で

皐
1
0
月
3
1
日
困
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で

〒
2
7
1松
戸

市
栗

山

二
四

四

小
浜

道

代

（

四
6
3
j
0
7
5
0

琶

へ

消
費
生
活
相
談

ト
ラ
ブ
ル
は

大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に

市
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ

せ
を
受
け
付
け
、
助
言
・
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ
り

解
決
を
図
る
「
消
費
生
活
苦
情
相
談
」
の
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
最
近
の
相
談
の
傾
向
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

増
加
す

る
件
数

消
費
生
活
苦
情
相
談
事
業

は
、
昭
和
4
5年
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
当
初
の
相
談
件
数

は
、
年
間
百
件
程
度
で
し
た

が
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
・
取
引
方
法
の
複
雑
化

な
ど
に
伴
い

、
年
々
増
加
し

、

平
成
２
年
度
で
は
、
受
け
付

け

件
数
は
、
五
百
九
十
五
件

に

も
上

っ
て
い
ま
す
（
表
１

参
照
）。

今
年
度
も
、
８
月
末
現
在

で
二
百
八
十
四
件
と
昨
年
同

期
に
比
べ
、
一
三
％
の
増
加

と
な

っ
て
い
ま
す
。

相

談
対

象
が

商

品
か
ら
サ
ー

ビ
ス
に

は
、
商
品
に
関
す
る
も
の
と

サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
も
の
に

大
別
で

き
ま
す
。

サ

ー
ビ
ス
は
、
商
品
な
ど

と
は
違
い

、
品
質
や
内

容
を

確
か
め
る
の

が
難
し
い
こ
と

や
、
家
事
代
行
の
よ
う
な
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
が
続
々
と
生

ま
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、

相
談
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

特
に
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

・
学
習
塾

な
ど
の
よ
う
に
長

期
に
わ
た

る
高
額
な
契
約
は
、

ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
や
す
く
、

解
決
も
困

難
な
場
合
が
多
い

の
で

、
注
意

が
必
要
で

す
。

契

約
に
際
し
て
は

十
分
な
注
意
を

相
談
の
対

象
と
な
る
も
の

年度別相談件数　表1

相 談 内 容 の 内 訳( 平成３年８月現在)

多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
２

参
照
）。

契
約
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
販
売
員
の
説
明
を
う
の

み
に
せ
ず
契
約
書
を
よ

く
読

む
、
訪
問
販
売
に
つ
い
て
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
(
八

日

間
以
内
は
無
条
件
に
解
約

で

き
る
）
な
ど
基
本
的
な
契

約
知
識
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、

消
費
者
自
身
が
注
意
す
る
こ

と
に

よ
り
、
あ
る
程
度
防
ぐ

こ

と
が
で
き
ま
す
。

し

か
し
、
悪
質
な
商
法
で

は
、
十
分
に
注
意
し
た
つ
も

り
で

も
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
が

ち
で

す
。

契
約
か
ら
相
当
の
日
時
が

過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
事
実
関

係
も
あ
や
ふ
や
に
な

っ
た
り

し
て

、
解
約
な
ど
の
交
渉
も

不
利
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、

早
め
の
相
談
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
相
談
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

４
ペ
ー
ジ
の
「
相
談
の
ご
案

内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

残
消

費
生
活
課
消
費
生
活
係

くらし
のメモ

※平成２年国勢調査確定値をもとに集計したものです。

囗
は
前
月
比

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

相
談
を
内
容
別
に
見

る
と
、

契
約
に
関
す
る
も
の

が
最
も
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ワ

ー
プ
ロ

セ
ミ

ナ

ー

松
戸

マ

ラ
ソ

ン
（
１０

月

６
日

）

1
4
木

1
5
金

1
1
／
1
2
火

1
3
水

期
　

日

Ｃ
　

コ
　

ー
　

ス

Ａ
　

コ
　

ー
　
ス

午
前
９
時
～
正

午

時
　
　
　
　
　
　

間

Ｄ
　
コ
　

ー
　

ス

Ｂ
　
コ
　

ー
　

ス

午
後
１
時
3
0
分
～
４
時
3
0
分

会
場
商
工
会
議
所
　
定
員
各

コ
ー
ス
十
人

費
用
一
万
円
（
会

員
は
三
千
円
）

お
知
ら
せ

野
鳥
の

写
真

コ

ン
ク

ー
ル
作

品
募
集

応
募
作
品
野
鳥
を
主
題
と
し

た
も
の

（
巣
近
辺
の
写
真
は
不

可
）
で

、
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ

と
も
キ
ャ
ビ
ネ
～
四
ツ
切
り
、

未
発
表
の
も
の
　

表
彰
金
・
銀

賞
各
一
点
、
銅
賞
二
点
、
入
選

八
点
、
ほ
の
ぼ
の
賞
若
干
（
各

賞
と
も
賞
状
と
副
賞
あ
り
）

発
表
平

成
４
年
２

月
上
旬

隰
平
成
４
年
１
旦

刀一
日
囲
ま
で

に
、
作
品
の
裏
面
に
応
募
用
紙

(
公
園
緑
地
課
、
各
支
所
・
市

民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
に
あ
り
)

を
張
り
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
丿
五

松
戸
市
役
所
公
園
緑
地
課
小
烏

を
呼
ぶ
係
へ

惠
所
定
の
申
込
書
に
費
用
を
添

え
て

、
直
接
松
戸
商
工
会
議
所

（
｛
1
6
4
1
3
1
1
1
番
｝
へ

市

立

病

院

形

成

外

科

外

来

が

休

診

に

1
0月
2
8
日

㈲

～
3
0
日

團

の

間

、

形

成

外

科
外

来

は

、
都

合

に
よ

り

休

診

さ
せ

て

い

た
だ

き

ま

す

。

黷

市

立

病

院
形

成

外
科

外

来

四

6
3－

９
１`

７

１

内

線
１

１
４
［
Ｄ

番耳

や
言

葉
の
不

自

由
な
方

へ

電
話
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ

は

「
ふ
れ

あ
い
Ｆ

Ａ
Ｘ
」

で

ど
う

ぞ

利
用
時
間
午
前
８
時
3
0分
～

午
後
５

時
（
土
曜
日
は
午
後
０

時
3
0分
ま
で
。
日

曜
・
祝
日

を

除
く
）
　
ふ

れ
あ
い
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
｛
1
6
3－
0
1
1
6

番
（
着
信

無
料
）

蠢
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
戸

支
店

｀
6
4－
7

8
4
2

番

講
座
・
講
演

母

子

寡

婦

家

庭

対

象

・

手

芸

編

み

物

講

習

会

1
1
月
３
日
～
1
2
月
2
2
日
の
毎

週

日

曜
日
（
八

回

、
午

前
９

時

～

午

後
４

時
　

会

場

婦
人

会

館

（
1
1
月
2
4
日
と
1
2
月
１
日
は
勤

労

会

館

）
　
　
費
用

材

料

費

実

費

持
ち
物
棒
針
・
カ
ギ
針
・
残
糸

隰
1
0
月
2
8
日

㈲
ま

で

に

、

電
話

で

福

祉

事

務

所
福

祉

係

へ

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

職

業

教

室

1
1
月
８
日
窗
午
後
１
時
3
0
分

～

４

時
　

会

場
三

井

生

命

柏

ビ

ル

四

階
（
柏

市
）
　
定

員

先

着
五

十

人
　

内

容

職
場

に

関

す

る

知

識

・

就

労
に

対
す

る
心

構
え

な

ど

費

用

無

料

圉

電

話
で

松
戸

公

共

職

業

安

定

所
・
1
4
8
－
6
1
0
0

番

、

ま

た

は

松

戸

パ

ー

ト

バ
ン

ク
｛
1
6
7－

8
8
0
0

番
へ

愛

の

献

血

1
0
月
2
1
日
囲
午
前
1
0
時
～
1
1

時
3
0
分

と

午

後
１

時

～
４

時

会
揚

松

戸
駅

東

口

笳

健

康

管
理

課
業

務

係

松

戸

市

書

道

展

出

品

案

内

対

象

市
内

在

住

・

在

勤

・
在

学
の

十

六

歳
以

上

の

人
　

部
門

漢

字

・

か

な

・
近

代

詩

文

・
て

ん

刻

・

刻

字

・
墨

象

ほ

か
　

規

格
小
画
仙
紙
半
折
以
内
（
百
㌢

×
四
十
五
㌢
）
、
て
ん
刻
（
三
十

㌢
×
三
十
九
㌢
）
、
縦
横
自
由
。

作

品

は

未

発

表
の

も

の

で

、

表

装

（
仮
巻

き

は
不

可

）

と
し

、

額

装

（
ガ

ラ

ス
は

不

可

）

は
ひ

も

を
付

け

る
　

搬

入
平

成
４

年

２
月
1
5
日
出
午
前
1
1
時
～
午
後

４

時
の

間

に

文

化

ホ

ー
ル

へ

黯

社

会

教

育

課
市

民

文
化

係

音
楽

の
広

場
（

合
唱

講
座

）

1
0月
2
9日
㈹
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
市
民
会
館

音
楽
室
　

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二

千
七
百
円

窟
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

県

労

働

大

学

講

座

１１
一
月

８

日

脂

～
2
9
日

脂
の

十

三

日

間
、

午

後
６

時
～
８

時

会

場
千

葉

県

自

治
会

館

（
千

葉

市

）
　

費
用

二

千
円

類

県

商
工

労

働

部

労
政

課

｀
0

4
7
2

－
2
3
－
2
7
4
4

番

甲

種

防

火

管

理

・

乙

種

防

火

管

理

講

習

会

①
甲
種
＝
1
1
月
1
9
日
収
・
2
0

日
困
、
②
乙
種
＝
1
1
月
2
1
日
困

い

ず
れ

も

午

前
９

時
3
0
分
～

午

後
５

時
　

会

場
市

消

防

局

講
堂

定

員

各
先

着

百
五

十

人
　

費
用

①
三

千

五

百

円

②
三

千

円

惠
1
0
月
2
8
日
囲
～
1
1
月
1
1
日
仰

の
間

に

、

直

接

、
市

内

各
消

防

署

ま
た

は

消

防
局

予

防

課

（
四

6
3－
1
1
1
1

内
線
２

０
８

番
）

へ

サ
ー
ク
ル

松
戸

ア
ミ
ュ

ー
ズ
新

体
操

ク

ラ
ブ毎
月
日
・
水
曜
日
の
う
ち
月

四

回
、
午
後
５

時
～
７
時
　

会

場
常
盤
平
体
育
館
　
対
象
幼
稚

園
、
小
・
中
学
生
　

費
用
月
四

千
円
（
入
会
金
三
千
円
）

蠢
大
門
四
8
6－
4
4
3
4

番

松
戸

合
気
道

ク

ラ
ブ

武
産

会

①
毎
週
火
・
土

曜
日
②
毎
週

木
曜
日
午
後
７

時
～
９

時
　

会

場
①
常
盤
平
体
育
館

②
ク
リ
ー

ン
セ
ン

タ
ー
体
育
室
　

対
象
小

学
生
～
一
般
　

費
用
小
学
生
＝

月
千
円
、
一
般
＝
月

三

千

円

（
入
会
金
三
千
円
）

黷
小
田
四
8
5－
4
8
5
7

番

松

戸
女

声
合

唱
団

毎
週
火
曜
日

、
午
前
1
0時
～

午
後
Ｏ
時
3
0分
　

会
揚
市
民
会

館
　
費
用
月
三
千
円
（
入

会
金

五
百
円
）

蠢
根
本
四
6
3－
8
0
2
8

番

松

戸
文

化
講

座
サ

ー
ク

ル

（
油
絵

）

①
第
一
～
第
三
木
曜
日

、
午

後
６
時
～
９
時
②
第
一
・
第
三

土
曜
日

、
午
後
３
時
～
６

時

会
揚
常
盤

平
三
－

二
九
－

一
サ

ニ
ー
ハ
イ
ツ
一
○
一
　
費
用
月

二
千
五
百

円
（
入
会
金
な
し
）

黷
大
貫

酋
8
6
1
6
6
1
1
番

水

金
会

卓
球

ク
ラ

ブ

毎
週
水
・
金
曜
日

、
午
前
９

時
～
午
後
１

時
　
会
場
運
動
公

園
卓
球
室
　
対

象
家
庭
婦
人

費
用
月
千
三
百
円
（
入

会
金
二

千
円
）

蠢
荒
川
四
6
7－
5
1
4
1

番

松
戸

茶

道
勉

強
会

毎
月
第
一
土
曜
日
、
午
後
1

時
～
５

時
　

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
茶
室
　

費
用
月
四
百

円
（
入
会
金
な
し
）

黷
田
中
四
8
5－
6
4
8
3

番
（
午

後
７

時
以

降
）

第
９

回
千

葉
県

都

市
緑
化

講

演

会1
0月
2
9日
㈹
午
前
９

時
3
0分

受
け
付
け
、
1
0時
開
演
　

会
場

市
民
劇
場
　
内
容
マ
リ
・
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ヌ
「
人
間
は
地
球
を

必
要
と
す
る
け
れ
ど
　
地
球
は

人
間
を
必
要
と
し
て
い

な
い

だ
か
ら
も
っ
と
地
球
に
や

さ
し

く
…
」
　
費
用
無
料

圃
1
0月
2
1日
側
～
2
5日

窗
の
間

に
、
電
話
で
公
園
緑
地
課

緑
化

係
へ

女

声
合
唱

団

コ
ー
ル
・
フ
ロ
ー
ラ

毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0時
～

午
後
１

時
　

会
揚
市
民
会
館

費
用
月
三
千
五
百
円
（
入
会
金

千
円
）

蠢
梅
木

｀
8
7
1
9
8
7
8
番

詩

吟
教
室

月
三
回
土
曜
日
、
午
後
１
時

～
４
時
　

会
場
八
柱
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
三
千
円
（
入
会

金
二
千
五
百
円
）

黷
岩
渕
・
1
8
8
－
0
6
9
3

番

箏

曲
サ

ー
ク

ル

毎
月
第
一
～
第
三
木

曜
日
、

午
後
２

時
～
５
時
　

会
場
矢
切

公
民
館
　
対

象
初
心
者

蠢
掾
麥
四
6
4
1
0
1
5
4
番

松

戸

市

民

吹

奏

楽

団

毎

週
土

曜
日

、

午

後
５

時

～

９

時
　

会
場

市

民

会

館
　

費
用

月
千

円
（
入

会

金

五
百

円

）
　
希

望
バ
ー
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ア

ル
ト
サ
ッ
ク
ス
・
バ
リ
ト
ン
サ

ッ
ク
ス
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

黯

渡

利

。。
6
8－
2
5
3
6

番

【
家

具

】
◆
洋

服

だ

ん
す

五

千

円

◆

整
理

だ

ん

す

三
千

円

◆
ド
レ
ッ
サ
ー
（
い
す
付
き
)

一

万

円

◆

食
器

戸

棚

三
千

円

◆
応
接
セ
ッ
卜
（
い
す
と
テ

ー

ブ
ル

）

一
万

円

◆

籐
製

回

転

丸
い

す
二

個

八

千

円
◆

食

卓

用
子

供
い

す

三

千

円
◆

座

卓
無
料
◆
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
三

千

円

◆

キ

ャ
ス

タ

ー

付
き

収

納

庫

二

千
円

【
電

気

製
品

】

◆

ワ

ー

プ
ロ

一
万

円

◆

電

気

炊

飯

器
千

円

◆

小
型

冷
蔵

庫

一
万

円

◆

扇

風

機
三

千

円

◆

食

器
乾

燥

機

三

千
円

◆

電

気

こ

た
つ

二

千

円【
子

供
用

品

】

◆

籐

製
ゆ

り

か

ご
無
料

◆

Ａ
型

ベ

ビ
ー

カ

１

四

千
円

◆

ベ

ビ

ー

バ
ス

千

円
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
兼
い
す

現

代

短
歌
・

燧

の
会

毎
月
第
四
日

曜
日
、
午
後
１

時
～
５
時
　

会
場
市
民
会
館

費
用

月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

蠢
佐
々
木
四
9
2－
6
0
8
1

番

サ
ン

フ
ラ

ワ
ー
（
英
会
話

）

毎
週
月
曜
日

、
午
前
1
0時
～

正

午
　
会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

黯

高
力

｀
6
3－
3
2
9
6

番

相
模
台

ク

ラ
ブ

バ
レ

ー
ボ

ー

ル

毎
週
日
曜
日

、
午
前
1
0時
～

正

午
　
会
場
相
模
台
小
学
校
体

育
館
　

対
象
主
婦
　
費
用
月
七

百
五
十
円
（
入

会
金
な
し
）

黯
飯
田
四
6
1－
4
8
1
6

番

松
戸
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
セ
ピ
ア

毎
週
火
曜
日

、
午
後
６
時
～

９

時
　
会
場
市
民
会
館
音
楽
室

費
用
年
三
千
円
(
入
会
金
な
し
)

蠢
町
田

｀
6
8－
2
3
2
1

番

三

千
円

◆

チ

ャ

イ
ル

ド
カ

ー

シ

ー
ト

三

千

円

◆

お
ぶ

い
ひ

も

五
百

円

◆

ベ

ビ

ー
フ

ェ

ン

ス

五
百

円

◆

お

ま

る
五

百

円

◆

ツ
リ

ー
・

メ

リ

ー
五

百

円

◆
ペ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
三
千
円

【
ス
ポ

ー

ツ

・

楽

器

】
◆

グ

ラ

ン

ド
ピ

ア

ノ

一
万

円

◆

エ

ッ
卜
綴
じ
専
用
）
五
千
円
二

台
◆
足
踏
み
ミ
シ
ン
二
千
円

◆
カ
メ
ラ
二
千
円
◆
コ

ー
ド

レ
ス
電
話
四
千
円
◆
メ
ト
ロ

ノ

ー
ム
ハ
百
円
◆
花
び
ん
千

三
百
円
◆
蛍
光
灯
三
本
千
円

◆
超
音
波
美
顔
機
二
千
円
◆

日

本
人
形

（
ケ
ー
ス
付
言

不

用

品

情

報

レ
ク
ト
ー
ン
（
リ
ズ
ム
ボ
ッ

ク
ス
付
言

二
千
円
◆
卓
球

台
一
万
円
◆
硬
式
テ
ニ
ス
用

ラ
ケ
ッ
卜
千
円
◆
ゴ
ル
フ
ボ

ー
ル
十
個
二
千
五
百
円

【
日
用
雑
貨
】
◆
充
電
式
芝

刈
り
機
無
料
◆
編
み
機
（
太

め
用
）四
千
円
◆
ミ
シ
ン
（
二

舞

夢
馬

橋
ダ

ン

ス
サ

ー
ク

ル

毎
週
月
曜
日

、
午
後
Ｏ

時
3
0

分
～
３
時
　

会
場
馬

橋
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
月
二
千
円

入

会
金
千
円
）
対

象
男
性
二
十
人

残
弓
削
田

｀
4
1－
3
2
4
3

番

洋
画

あ
す

な
ろ

会

毎
週
水
曜
日

、
午
前
９
時
～

午
後
１
時
　

会
場
市
民
会
館
三

〇
一

号
室

費
用
月
三
千
円
入

会
金
二
千
円
）

蠢
伊

倉
四
4
3－
0
1
2
8

番

日

本
舞

踊
愛

好
会

①
毎
週
月

曜
日
、
午
後
１
時

～
５
時
、
②
毎
週
木
曜
日

、
午

後
６
時
～
８

時
　
会
場
①
八

ヶ

崎
市
民
セ
ン
タ
ー
②
八
ヶ
崎
会

館
　

費
用
月
三
千
円

入

会
金

な
し
）

黯
藤

間
四
4
2－
2
1
7
1

番

違
法
駐
車
は
み
ん
な
の
迷
惑

千
円
◆
テ
レ

ビ
台
二
千
円

圃
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
昼
間
）
を
明
記
し
て

、

1
0月
2
4日
團
〔
当
日

消
印
有

効
〕
ま
で
に
、
〒
2
7
1
松
戸
市

根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役

所
消
費
生
活
課
消
費

生
活
係

へ※
相
手
の
紹
介
は
月

末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
の

申
し
込
み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

電
話
で
1
0
月
2
4
日
木
ま
で
に

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
価

格
は
一
万

円
ま
で
で
す
。
原

則
と
し
て

衣
料
品
・
食
料
品

・
自
転
車
は
扱
い
ま
せ

ん
。

黯
消
費
生
活

課
消
費
生
活
係

市役所・支所

連絡先

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

●市　役　所(66)1111

●常盤平支所(8Z)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時～11時衛生会館内

… … … ……a68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービ ス……………………a66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………f166-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………容65-3430 番

譲
り
ま
す

千
円
◆
ウ
ー
ル
カ
ー
ぺ
ッ
卜

三
畳
用
二
千
円
◆
ホ
ッ
ト
カ

ー
ペ
ッ
卜
三
畳
用
二
千
円
◆

こ
た
つ
カ
バ
ー
千
円
◆
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
デ
ス

ク
（
四
段
）

五
千
円
◆
毛
布
二
枚
三
千
円

◆
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
千
円
◆
ガ

ラ
ス
張
り
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
七



入保平賀の旧水戸街道沿い、加藤勉さん宅の一角に、

元禄４(1691)年建立の道禄神があります。道禄神は道行

く人の安全を守り、また災害などが村内へ侵入しないよ

うに守る神様として、つじゃ村境などに建てられたもの。

今年が建立からちようど300年目にあたることから、道

禄神を守り続ける加藤さんや地元の人たちが集まって、

30O年祭が行われ、長い間の感謝を込めて、地元の安全

を祈願しました。

人形劇フェスティバルに

市内の小学生も参加

は
り
き
る
常
盤
平
第
一
小

学
校
三
年
二
組
の
子
供
た
ち

あなたの撮つだスナップ写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。採用の方に

は記念品を差し上げます。

広報課

大島十二愛さん

(新松戸北中学校３年)

「ＴＨＥ　ＫＩＳＳ　ＯＦ

ＰＥＡＣＥ(平和のキス)」と

いう題でスピーチしました。

２年前、都内でソ連の故サ

ハロフ博士とお会いする機会

に恵まれました。博士の平和

を求める強い意志と、やさし

い人柄にふれたときの感動が

忘れられなくて。

真剣に！堂々と！

英語 スピーチ・コンテスト

熱の入ったスピーチが続きました

青少年の語学力の一層の向上を図るととも

に、英語を通じて国際間の相互理解を深めよ

うと、毎年行われている「英語スピーチ ・コ

ンテスト 」が、10月12日（土）勤労会館で行われ

ました。

コンテスト には、中学・高校の部合わせて

32校から182 人が参加。日ごろの学校生活や、

考えていることなどを、堂々と発表する生徒

たちに、会場からは大きな拍手が送られてい

ました。

芭
蕉

、
蕪

村

と

並
ぶ

江

戸

時

代
の

代

表

的

俳
人

小

林

一

茶

は

、
馬

橋

や

小

金
の

宿

に

前

後
五

十

九

回

、
延

べ
百

四

十
四

日

間

も

滞

在
し

て

い

ま

す
（
杉

谷

徳

蔵

氏

調

べ
）
。

馬

橋
に

は

、

栢
日

庵

立
砂
（
油
商
・
大

川

平

右

衛
門

）

と

い

う
豪

商
か

お

り

、
そ

こ

に
足

し

げ
く

通

っ
て

い

た

の
で

す

。

一
茶

（
弥

太

郎

）
は

、

信

濃

柏

原
村

の

生
ま

れ
で

、

十

五
歳

で

江

戸

に

出
て

、

職

業

を
転

々

と
し

、

俳
諧

葛
飾
派

の

二

六

庵

竹
阿

に

師

事
し

、
二

十

八

歳

ご
ろ

か

ら

業

俳

（
職

業

俳
人

）
と

し

て

文

学

史
上

に

登

場
し

て

き

ま

す

。

一
茶

の

属
し

て

い

た

葛
飾
派

は

、

松

尾

芭
蕉

の

親

友
山

口
素

堂

を

祖
と

す

る

俳

諧

流
派

で

し

た

が

、
江

戸

居

住

時
代

の

一

茶

は
貧

し

く

、
と

て

も

俳

人

と
し

て

生

活
で

き
る

状

態
で

は

あ
り

ま

せ

ん
で

し

た

。

こ

の

た
め

、

生
活

資

金

調

達
の

目

的

も

あ
り

、

葛

飾
派

の

勢

力

下

に

あ

っ
た

千

葉

下

総

、

上

総
地

方
な

ど

の

同
門

俳
人

（

地

元

の

文

化

的

な

豪
商

な

ど

）

を
行

脚

し

、

句
会

な

ど

を

指

導
す

る

こ

と
で

謝
礼

を

受

け

、
江

戸
に

戻

っ
て

何

力

月
か

暮

ら

し

を

立
て

る

と
い

っ
た

風
で

あ

っ
た

よ

う
で

す

。

廿
九
日
　
小
金
原
に
か
ゝ
る
・
此
原
は

公
の
馬

を
や
し
な
ふ

所
に
し
て

、
長

さ
四

十
里
な
る
を
も
て

、
四
十
野
と
い
ふ
。
草

は
あ
く
迄
青
み
、
花
も
稀

く

に
咲
て
、
乳

を
呑
駒
有
、
水
に
望
む
あ
り
、
伏
有
、
仰
ぐ

さ
り
、
皆
く
食
に
富
て
、
お
の
が
さ
ま
ぐ

に
た
の
し
ぶ
。
是
彼
等
が
全
盛
と
い
ふ

ベ

し
。
し
か
る
に
、
霜
お
ち
木
葉
色
づ
く
比

は
、
い
か
め
し
き
親
狩
あ
り
て
、
柱
の
や

う
な
る
あ
ら
縄
も
て
、
口
を
割
、
首
を
縛

り
、
青
竹
の
ふ
と
く
た
く
ま
し

き
に
て
、

息
の
ね
の
た
ゆ
る
程
に
敲
れ
つ
ゝ
武
門

の
貢
に
引
る
ゝ
。
夏
は
親
子
一
所
に
し
て
祝

小

林

一

茶

①

「
寛

政

三

年

紀

行
」

ま
つ
ど
文
学
散
歩

こ
の
巡
回
地
の
う
ち

、

馬
橋
は
江
戸
か
ら
の
道

筋
に
も
あ
た
り
、
流
山

の
秋
元
双
樹
宅
や
、
布

川
の
馬
泉
宅
、
守
谷
西

林
寺
の
住
職
鶴
老
宅
な

ど
と
と
も
に
、
一
茶

が

訪
れ
た
回
数
の
多
い
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11月に行われる国民文化祭ちば ’91人形劇フェスティ

バルに参加する、常盤平第二小学校３年２組の33人は、

人形劇「かさこじぞう」の練習に取り組んでいます。

担任の林先生の指導で、出し物選びも脚本作りも、自

分たちでしました。「みんなで協力し合ってやっていま

す」と先生。「楽しい！」と子供たち。

市内の小学校からは、新松戸西小・馬橋北小も参加し

ます。フェスティバルが楽しみですね。

子和清水にある市内で唯一の一茶の句碑。

「母馬が番して呑ます清水かな」の句が

刻まれています（昭和57年建立）

び
、
今

は
別

く

の

か

な

し

み

を
見

る

。

馬

の
心
に
は
冥
吏
呵
責

の

く

る
し

み

と

も

思

ん

。

余

念

な
く

狂

へ

る

に
つ

け

て

も

、

行

末

思
ひ

や

ら

れ
て

あ

は

れ

也

。

馬
の

子

口

一

所
に

口

る

雉

哉

注
　

口

は

文

字

不

明

(
「
寛
政
三
年
紀
行
」
)

（
市

立

図

書
館

）

久保平賀で道禄神300年祭

あいさつする加藤 勉さん

道禄神と、これを守り

続けてきた地元の人たち

スナップ　ショット

見に来てね！

一
茶
の
作
品
の
中
で
松
戸
に
関
す
る
も

の
と
し
て

は
、
『
寛
政
三

年
紀
行
』

『
挽

歌
』
『
我
春
集
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
寛
政
三
年
、
二
十
九
歳
の
一

茶

が
江

戸
を
た
っ
て

、
下
総
を
ま
わ
り
、

郷
土
柏
原
に
帰
着
す
る
ま
で

の
二

十
余
日

間
の
紀
行
文
で
、
小
金
原
の
野
馬
の

様
子

が
描
か
れ
て
い
る

『
寛
政
三
年
紀
行
』
を

紹
介
し
ま
す
。

其
日
は
馬
橋
口
口
口
口
口
泊
。

3

0

中学スピーチの部で

市長賞を受賞した

松戸
の
野鳥

代表的なシラサギで、市内の水辺で1 年中

見られるが､冬の方が多く、黄色の足首で､ほ

かの仲間と見分けられる。

バック、小魚、ザリガ二と何でも食べ、浅

い水中で片足を震わせて小動物を追い出した

りする。森や竹やﾉぶに､ほかのサギと一緒に集

団で営巣し､サギ山と呼ばれるが､声とにおい

で嫌われ、保護か駆除かでもめることもある。

真つ白い身体　長＜

黒い足とくちばし　足

の指は黄色

全長　　　　　　61cm

翼開長　　　　　98cm

見られる所…水田地帯

コサギ
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